
須恵町シニアクラブ連合会　令和５年11月発行

表紙写真について主な内容

● 若杉クラブ行事紹介
（市町村老連事務局長研修会）   ２
（女性部研修会に参加して）   ２〜３
（秋期一斉奉仕作業）   ３
（郡シ連幹部研修会に参加）   ３〜４
（若杉クラブ創立60周年記念式典）   ４〜５
（第14回会員の集い・会員作品展）   ５〜７

● 地区クラブ紹介（昭穂若鶴会）   ８
● クラブ活動紹介（童謡の会）   ８〜９
● 会員のひろば   ９〜１０

（大島原若翔会・城山福寿会）
● 医療施設等紹介（岡　医院）   １０〜１１
● 会員訃報（編集後記は休載）   １１
● 九十路に生きる（恵西百寿会）   １２
● スナップでみる活動（記念式典）   １２

頁

鳥　名：カワセミ
撮影地：須恵町佐谷
　須恵川沿いのハゼの葉が色づくころ「そ

こにカワセミがいてくれたら・・・」。

　こんな空想をいだきながら川へ。車中よ

りハゼの木に目をやると真っ赤な葉の傍に

いるではありませんか！カワセミは眼下の

小魚に夢中でこちらには気づいていません。

　カメラの準備もそこそこに車中より慌て

て撮影したのがこの写真です。

　須恵川にはオイカワの他にカワムツ、タ

モロコ、バラタナゴ等カワセミの餌となる

魚種が豊富です。河川環境を大切にしたい

ですね。　　　　　　（写真・文：上杉和稔）

第２８８号
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こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
9
月
16
日

（
土
）
に
開
催
し
ま
し
た
須
恵
町
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
以
下
若
杉
ク
ラ

ブ
）
の
創
立
60
周
年
の
記
念
式
典
、
第

14
回
会
員
の
集
い
、
令
和
5
年
会
員
作

品
展
、
記
念
祝
賀
会
の
特
集
記
事
を
中

心
に
、
前
号
以
降
の
行
事
に
つ
い
て
順

を
追
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

若
杉
ク
ラ
ブ
事
務
局
長

藤
英
　
寿

　

さ
る
8
月
3
日
（
木
）
か
ら
4
日

（
金
）
の
日
程
で
、
43
名
が
参
加
し
3

年
振
り
の
一
泊
二
日
の
研
修
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

若
杉
ク
ラ
ブ
か
ら
は
私
と
糟
屋
郡
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
長
の
合
屋

会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
開
会
行
事
の
あ
と
、
講
演

と
意
見
交
換
会
が
2
日
間
に
か
け
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま

す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
講
演

　

演
題　

「
老
人
ク
ラ
ブ
と
ま
ち
づ
く
り
」

　

講
師　

福
岡
大
学　山

田　

雄
三　

助
教

〇
今
後
の
地
域
社
会
の
状
況

　

地
域
が
超
高
齢
者
社
会
へ
の
対
応
の

最
前
線
に
な
り
ま
す
。

▼
高
齢
者
の
要
介
護
者
の
増
加

　

元
気
な
高
齢
者
が
活
躍
す
る
時
代

▼
単
身
世
帯
・
夫
婦
の
み
世
帯
の
標
準
化

　

・
家
族
介
護
の
限
界　

　

・
多
様
な
「
家
族
」
形
態
の
登
場

▼
財
源
縮
小
・
低
成
長
社
会

　

・
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
使
用

〇
老
人
ク
ラ
ブ
し
か
な
い
価
値
や
魅
力

と
は

▼
当
事
者
性
（
問
題
に
な
っ
て
い
る
事

柄
に
関
し
て
個
人
的
に
直
接
な
体

験
を
持
っ
て
い
る
こ
と
）
の
強
み

を
持
っ
て
い
る
。

▼
高
齢
者
の
方
た
ち
が
智
恵
と
力
を
発

揮
し
、
自
ら
の
手
で
自
ら
の
生
き

が
い
や
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

■
意
見
交
換
会

　

参
加
者
が
5
班
に
分
か
れ
て
、
財
源

確
保
、
活
動
に
関
す
る
情
報
提
供
の
在

り
方
、
会
員
増
強
、
高
齢
者
相
互
支
援

活
動
な
ど
テ
ー
マ
で
意
見
交
換
会
を
行

い
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
テ
ー
マ
も
各
市

町
村
老
連
が
抱
え
る
喫
緊
の
課
題
で
、

熱
心
な
意
見
交
換
が
行
行
わ
れ
ま
し
た
。

翌
日
の
研
修
で
各
班
代
表
者
が
意
見
交

換
会
の
概
要
を
発
表
し
ま
し
た
。

■
参
加
し
て
感
じ
た
こ
と

　

現
在
、
若
杉
ク
ラ
ブ
が
取
り
組
ん
で

い
る
仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
（
ス

ポ
ー
ツ
・
介
護
予
防
）
、
社
会
奉
仕
活

動
（
社
会
参
加
）
、
学
習
活
動
、
趣

味
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
伝
統
継
承

活
動
、
世
代
間
交
流
な
ど
の
活
動
は
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
の
超
高
齢
者
社
会
に

も
貢
献
で
き
る
こ
と
を
実
感
し
た
有
意

義
な
研
修
会
で
し
た
。

昭
穂
若
鶴
会
　
平
田
　
照
子

　

8
月
29
日
（
火
）
、
4
年
ぶ
り
に
開

催
し
た
女
性
部
研
修
会
は
、
こ
の
6
月

23
日
に
国
指
定
重
要
文
化
財
指
定
が
公

表
さ
れ
た
糸
島
市
『
櫻
井
神
社
』
の
視

察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

櫻
井
神
社
は
、
寛
永
9
（
1632
）
年
に

創
建
さ
れ
、
檜
皮
葺
き
（
平
成
七
年
の

復
元
で
銅
板
ぶ
き
）
三
間
社
流
れ
造
の

極
彩
色
豊
か
で
絢
爛
豪
華
な
龍
宮
城
を

想
わ
せ
る
ご
本
殿
が
完
成
。
社
号
は

『
与
止
妃
（
よ
ど
ひ
め
）
大
明
神
』
と

あ
が
め
奉
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

構
え
は
、
神
殿
、
拝
殿
を
は
じ
め
楼
門
、

廻
廊
、
石
鳥
居
、
神
池
、
神
橋
な
ど
を

備
え
、
辺
地
に
は
稀
に
見
る
壮
麗
を
極

め
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
八
万
八
千
社
以
上
あ
る
と
言
わ

れ
る
神
社
で
は
珍
し
い
拝
殿
・
中
殿
・

本
殿
と
並
行
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
石

畳
み
参
道
や
正
面
参
道
黒
田
長
政
公
寄

（
次
頁
に
続
く
）

令
和
５
年
度
市
町
村
老
連

事
務
局
長
研
修
会
に
参
加

女
性
部
研
修
会
に
参
加
し
て

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

講演中の山田助教

（県老連提供）
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進
の
明
神
鳥
居
、
福
岡
県
指
定
文
化
財

の
太
鼓
橋
な
ど
を
見
学
。
ま
た
、
櫻
井

神
社
に
隣
接
し
、
寛
永
2
（
1625
）
年
に

伊
勢
神
宮
の
御
分
身
と
し
て
、
神
明
造

り
茅
葦
三
殿
、
向
か
っ
て
右
が
内
宮

（
天
照
大
御
神
）
、
左
が
外
宮
（
豊
受

大
御
神
）
を
表
し
た
独
特
の
建
築
様
式

の
櫻
井
大
神
宮
も
見
学
、
大
変
勉
強
に

な
っ
た
研
修
会
で
し
た
。

若
杉
ク
ラ
ブ
事
務
局
長

藤
　
英
寿

　

若
杉
ク
ラ
ブ
で
は
地
域
社
会
に
対
す

る
感
謝
と
地
域
の
担
い
手
と
し
て
の
活

力
を
示
そ
う
と
、
9
月
2
日
（
土
）
午

前
8
時
か
ら
、
単
位
ク
ラ
ブ
が
地
域
の

美
化
作
業
や
資
源
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル

作
業
な
ど
の
一
斉
奉
仕
作
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
日
の
参
加
者

は
270
名
、
地
域
振
興
課
か
ら
は
ゴ
ミ
収

集
袋
の
支
給
と
収
集
し
た
ゴ
ミ
袋
の
回

収
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

若
杉
ク
ラ
ブ
広
報
部
会
副

部
会
長
　
松
本
　
譲

　

9
月
14
日
（
木
）
宇
美
町
中
央
公
民

館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
令
和
5
年
度

粕
屋
郡
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
第
24

回
幹
部
研
修
会
が
約
200
名
の
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
若
杉
ク
ラ
ブ
か
ら
は

執
行
部
、
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
、
女
性
部

の
合
計
26
名
が
出
席
し
ま
し
た
。　

　

研
修
会
は
午
前
9
時
か
ら
始
ま
り
、

開
会
行
事
、
基
調
講
演
、
事
例
・
体
験

発
表
、
記
念
講
演
、
歓
迎
行
事
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
記
念
講
演
の
概
要
を
紹

介
し
ま
す
。

■
記
念
講
演

　

演
題

「
終
活
と
は
何
か
？
」

　
　
　
　

知
っ
て
楽
し
む
終
活
の
コ
ツ
！

　

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ふ
る
さ
と
安

　
　
　
　

心
サ
ポ
ー
ト
九
州
事
務
局
長

　
　
　
　

中
橋　
　

優　

氏

　
　
　
　

（
行
政
書
士
・
海
事
代
理
士
）

　

人
生
100
年
時
代
と
言
わ
れ
る
今
日
、

長
い
老
年
期
を
ど
の
よ
う
に
い
き
て
い

く
の
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
で
自

分
の
終
活
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
2011
年
の
東
日
本
大
震
災
を
契

機
に
、
終
活
ブ
ー
ム
が
は
じ
ま
り
ま
し

た
。
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
ど
う
い
う
事
で
し
ょ
う
か
？

〇
自
分
の
終
活
で
考
え
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と

①
健
康
の
問
題
（
医
療
・
介
護
）

②
お
金
の
問
題
（
生
活
費
・
貯
蓄
・
資

産
運
用
・
遺
言
相
続
・
青
年
後
見
）

③
住
居
の
問
題
（
自
立
・
親
族
と
の
同

居
・
介
護
施
設
）

④
先
々
の
問
題
（
葬
儀
供
養
・
墓
所
）

〇
終
活
に
便
利
な
道
具
「
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
」

▼
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
と
は

　
　

自
分
に
万
一
の
事
が
起
こ
り
口
頭

で
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
備
え
て
、
家
族
や
友
人
な
ど

に
伝
え
た
い
事
柄
を
記
入
し
て
お

く
ノ
ー
ト
で
、
終
活
を
効
率
的
に
進

め
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
。
遺
言
書
の
よ
う
に
法
的

な
効
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
終
活
を

進
め
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
大

変
便
利
な
も
の
で
す
。

　
　

元
気
な
う
ち
か
ら
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

▼
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
具
体
的
記

載
事
項
の
例

①
自
分
史
、
②
自
分
の
訃
報
を
知

ら
せ
る
人
、
③
親
戚
や
友
人
知
人

の
住
所
録
、
④
遺
言
書
の
有
無
、

⑤
介
護
に
関
す
る
希
望
、
⑥
葬
儀

供
養
に
関
す
る
希
望
、
⑦
健
康
に

つ
い
て
（
か
か
り
つ
け
医
な
ど
、

⑧
各
種
名
義
を
誰
に
継
が
せ
た
い

か
（
財
産
分
け
）
⑨
預
貯
金
や
証

（
次
頁
に
続
く
）

秋
期一斉
奉
仕
作
業
を
実
施

郡
シ
連
幹
部
研
修
会
に
参
加

講師の中橋　優　氏（幹部研修会講

師プロフィールから引用）
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券
な
ど
の
財
産
に
関
す
る
情
報
、
ぜ

ひ
伝
え
て
お
き
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

⑪
お
気
に
入
り
の
写
真
（
遺
影
候

補
）
⑫
今
後
の
抱
負
な
ど
で
す
。

■
記
念
講
演
を
聴
講
し
て
印
象
に
強
く

残
っ
た
言
葉

〇
終
活
と
は
、
旅
立
ち
の
時
を
、
安
心

し
て
自
分
ら
し
く
迎
え
る
た
め
に

自
分
自
身
で
必
要
な
こ
と
を
準
備

す
る
こ
と
。

〇
必
要
な
準
備
は
各
人
に
よ
っ
て
異
な
る
。

〇
終
活
に
必
要
な
も
の
は
、『
決
断
力
』

と
『
実
行
力
』
で
あ
る
。
元
気
な
う

ち
か
ら
取
り
組
む
こ
と
。

若
杉
ク
ラ
ブ
60
周
年
実
行
委
員
会

　

9
月
16
日
（
土
）
午
前
9
時
か
ら
ア

ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須
恵
大
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
須
恵
町
長
平
松
秀
一
様
、
須
恵
町

議
会
議
長
松
山
力
弥
様
、
須
恵
町
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
三
角
良
人
様
の
ご
臨

席
を
賜
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
若
杉
ク
ラ
ブ
会
長
合
屋
浩

寿
の
式
辞
の
後
、
平
松
須
恵
町
長
、
松

山
町
議
会
議
長
、
三
角
社
会
福
祉
協
会

会
長
か
ら
ご
丁
重
な
ご
祝
辞
を
頂
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
創
立
60
周
年
記
念
事

業
報
告
と
若
杉
ク
ラ
ブ
高
齢
者
相
互
支

援
活
動
員
の
記
念
表
彰
式
を
行
い
盛
会

裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

な
お
、
司
会
・
進
行
は
猪
谷
繁
幸
健

康
推
進
部
会
副
部
会
長
が
務
め
、
参
加

者
は
約
200
名
で
し
た
。

■
記
念
表
彰
式

　

若
杉
ク
ラ
ブ
の
友
愛
活
動
に
貢
献
さ

れ
た
左
記
の
高
齢
者
相
互
支
活
動
員
の

皆
様
が
授
賞
さ
れ
ま
し
た
。

百
田　

信　

子　

様
（
佐
谷
建
正
会
）

猪
谷　

七
乙
惠　

様
（
上
須
恵
若
水
会
）

長
澤　

美
智
子　

様
（
大
島
原
若
翔
会
）

秋
吉　

勝　

國　

様
（
須
恵
福
寿
会
）

山
口　

ヨ
ネ
子　

様
（
須
恵
福
寿
会
）

大
野　

賢　

代　

様
（
旅
石
豊
寿
会
）

志
水　

須
美
子　

様
（
新
原
シ
ニ
ア
ク
）

中
村　

弘　

子　

様
（
旭
ヶ
丘
旭
寿
会
）

相
戸　

ス
ミ
子　

様
（
恵
西
百
寿
会
）

　

な
お
、
猪
谷
七
乙
惠
様
、
志
水
須
美

子
さ
ん
、
中
村
弘
子
さ
ん
の
代
理
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
女
性
部
長
な
ら
び
会

長
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典

若
杉
ク
ラ
ブ
創
立
６０
周
年

記
念
式
典
・
会
員
の
集
い
特
集

祝辞を述べられる平松町長とご来賓の

松山議長並びに三角社会福祉協議会会長

　記念表彰を受賞された皆様

後列 3列目は若杉クラブの合屋

会長、川上副会長、辻副会長
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■
祝
辞
紹
介

　

記
念
式
典
に
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
ま

し
た
須
恵
町
長
平
松
秀
一
様
の
ご
祝
辞

を
謹
ん
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

『
祝
辞
』

　

こ
の
た
び
、
須
恵
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
（
若
杉
ク
ラ
ブ
）
が
創
立
六
十

周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
ま
た

こ
の
よ
う
な
式
典
を
開
催
さ
れ
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
始
ま
り
は

昭
和
三
十
四
年
頃
か
ら
高
齢
者
の
方
の

グ
ル
ー
プ
が
で
き
、
昭
和
三
十
八
年
老

人
福
祉
法
の
施
行
を
契
機
に
「
須
恵
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
と
し
て
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　

以
来
、
半
世
紀
以
上
に
も
わ
た
り
、

「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
を
基
本
理
念

と
し
て
、
社
会
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
、
現
在
で
は
千
九
十
名
の
会
員

を
擁
す
る
ま
で
な
ら
れ
、
地
域
福
祉
や

本
町
の
発
展
に
寄
与
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
歴
代
会
長

様
や
役
員
及
び
会
員
の
皆
さ
ま
方
の
熱

意
と
ご
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
心
か
ら

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
須
恵
町
の
状
況
で
す
が
、
高

齢
化
率
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
現

在
で
、
人
口
二
万
九
千
三
百
四
十

人

、

六

十

五

歳

以

上

の

人

口

七
千
六
百
九
十
六
人
で
高
齢
化
率
約

二
十
六
％
、
福
岡
県
内
で
の
高
齢
化
率

ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
六
十
市
町
村
中
五
十

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
で

は
、
三
月
末
で
千
百
三
十
四
人
（
約

十
五
％
）
が
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

状
況
で
す
。
福
岡
県
広
域
連
合
三
十
三

市
町
村
で
も
比
較
的
若
く
元
気
な
町
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
六
月
に
開
催
さ
れ
た
「
本

当
に
住
や
す
い
街
大
賞
二
千
二
十
三
ｉ

ｎ
福
岡
」
に
お
い
て
須
恵
中
央
駅
が
第

九
位
に
入
賞
す
る
と
い
う
吉
報
を
受
け

ま
し
た
。

　

町
の
願
い
は
、
皆
様
方
に
い
つ
ま
で

も
元
気
で
、
健
康
で
、
自
立
し
た
自
分

ら
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
し
て
社
会
参
加
を
し
て
大
い
に
活
躍

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
躍
に
よ
り
、

元
気
な
方
が
多
い
と
日
頃
よ
り
感
じ
て

ま
す
。

　

今
年
、
町
制
施
行
七
十
周
年
の
須
恵

町
と
創
立
六
十
周
年
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
、
と
も
に
節
目
を
迎
え
ま
す
者

同
士
、
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

結
び
に
、
須
恵
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
が
今
後
さ
ら
に
連
携
の
絆
を
深
め

ら
れ
、
「
須
恵
町
の
力
」
「
社
会
の

力
」
と
し
て
大
き
く
飛
躍
さ
れ
ま
す
こ

と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

会
員
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
須
恵
町
議

会
議
長
松
山
力
弥
様
の
ご
祝
辞
の
紹
介

は
3
月
号
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

若
杉
ク
ラ
ブ
教
養
部
会

部
会
長
　
中
嶋
　
三
記
夫

　

第
14
回
会
員
の
集
い
は
記
念
式
典
に

引
き
続
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

（
次
頁
に
続
く
）

第
14
回
会
員
の
集
い
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幕
開
き
前
に
若
杉
ク
ラ
ブ
合
屋
浩
寿

会
長
が
、
300
名
を
超
え
る
来
場
者
の
皆

様
に
対
し
て
、
平
成
21
年
9
月
に
開
催

さ
れ
た
第
一
回
会
員
の
集
い
の
開
催
に

ご
尽
力
さ
れ
た
当
時
の
吉
松
哲
一
会
長

（
現
顧
問
）
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
、

「
出
演
者
の
日
頃
の
練
習
の
成
果
に
盛

大
な
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
挨

拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
南
米
里
山
王
ク
ラ
ブ
今
村

桂
子
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア
を
お
り
ま
ぜ
た

絶
妙
な
司
会
進
行
の
も
と
、
カ
ラ
オ
ケ

6
名
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
2
団
体
、
日
本
舞

踊
2
名
、
コ
ー
ラ
ス
2
団
体
の
合
計
104

名
が
熱
演
し
ま
し
た
。
300
名
を
超
え
る

観
客
か
ら
、
熱
い
拍
手
と
声
援
が
あ
る

な
か
、
あ
っ
と
い
う
間
の
1
時
間
半
の

『
シ
ニ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
オ
ン
ス

テ
ー
ジ
』
で
し
た
。

　

今
回
の
集
い
は
、
教
養
部
会
の
出
演

係
・
舞
台
係
に
、
女
性
部
か
ら
4
名
が

応
援
し
た
こ
と
や
出
演
者
控
室
に
「
出

演
時
間
目
安
表
」
を
掲
示
し
た
こ
と
な

ど
が
功
を
奏
し
、
大
幅
な
時
間
短
縮
が

で
き
ま
し
た
。

　

次
年
度
以
降
も
こ
の
事
を
基
本
形
と

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
出
演
者
（
カ
ラ
オ
ケ
・
日
舞
）
の
ス

ナ
ッ
プ
紹
介

　

上
段
右
か
ら
、
日
本
舞
踊
の
百
田
弘

子
さ
ん
、
カ
ラ
オ
ケ
の
正
木
セ
イ
子
さ

ん
、
カ
ラ
オ
ケ
の
惣
田
寿
美
子
さ
ん
、

カ
ラ
オ
ケ
の
渡
辺
一
征
さ
ん
下
段
右
か

ら
、
日
本
舞
踊
の
山
口
香
寿
子
さ
ん

（
山
口
晋
一
さ
ん
の
カ
ラ
オ
ケ
で
踊
ら

れ
ま
し
た
）
カ
ラ
オ
ケ
の
木
島
由
利
子

さ
ん
、
カ
ラ
オ
ケ
の
正
木
茂
嗣
さ
ん
と

セ
イ
子
さ
ん
、
祝
シ
ゲ
江
さ
ん
で
す
。

■
出
演
者
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
コ
ー
ラ

ス
）
の
ス
ナ
ッ
プ
紹
介

　

上
段
右
が
プ
ル
メ
リ
ア
ア
須
恵
の
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
左
が
須
恵
リ
ン
ド
ウ
会
の

コ
ー
ラ
ス
、
下
段
右
が
マ
ハ
ロ
フ
ラ
カ

ヨ
コ
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
左
が
若
杉
ク

ラ
ブ
童
謡
の
会
の
コ
ー
ラ
ス
で
す
。
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若
杉
ク
ラ
ブ
総
務

白
水
　
勝
元

　

9
月
13
日
（
水
）
の
午
後
か
ら
9
月

16
日
（
土
）
の
会
員
の
集
い
終
了
ま
で

作
品
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
例
年
、
会

員
の
集
い
終
了
後
も
展
示
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
は
午
後
か
ら
も
創
立
60
周

年
記
念
行
事
を
開
催
す
る
こ
と
か
ら
、

集
い
終
了
後
に
撤
収
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
来
場
の
皆
様
に
は
誠
に
申
し
訳

な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

作
品
展
に
は
、
若
杉
ク
ラ
ブ
の
ク
ラ

ブ
活
動
か
ら
花
卉
園
芸
部
が
寄
せ
植

え
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ

フ
ト
と
人
口
知
能
（
AI
）
を
使
っ
て
制

作
し
た
絵
画
を
出
展
し
ま
し
た
。
単
位

ク
ラ
ブ
か
ら
は
、
絵
画
、
書
道
、
絵
は

が
き
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
ペ
ー
パ
ー
ク

ラ
フ
ト
、
折
紙
、
写
真
な
ど
が
と
こ
ろ

狭
し
と
、
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
作
品
も
皆
さ
ん
の
日
頃
の
楽
し
み
と

努
力
の
結
晶
で
、
鑑
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

の
目
と
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

出
展
は
41
名
、
50
点
を
超
え
て
い
ま

す
。
写
真
は
、
上
段
右
か
ら
、
花
卉
園

芸
部
（
寄
せ
植
え
）
、
パ
ソ
コ
ン
教
室

（
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
フ
ト
な
ら
び
に
人
口

知
能
を
使
っ
て
制
作
し
た
絵
画
）
、
旅

石
豊
寿
会
（
書
道
、
絵
画
、
ハ
ガ
キ

絵
、
蛤
絵
、
手
芸
な
ど
）
、
下
段
右
か

ら
、
上
須
恵
若
水
会
（
ペ
ー
パ
ク
ラ
フ

ト
、
折
紙
、
手
芸
な
ど
）
、
昭
穂
若
鶴

会
（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
絵
画
）
、
旅
石

豊
寿
会
（
ハ
ガ
キ
絵
）
。

　

上
段
右
は
城
山
福
寿
会
（
絵
葉
書
、

川
柳
、
習
字
、
絵
画
）
、
上
段
左
は
上

須
恵
若
水
会
（
写
真
、
左
は
乙
植
木
楽

し
み
会
の
絵
画
で
す
）
、
下
段
右
は
須

恵
福
寿
会
（
書
道
）
、
下
段
左
は
乙
植

木
楽
し
み
会
（
絵
画
、
右
は
乙
植
木
楽

し
み
会
の
絵
画
で
す
）
。

令
和
5
年
度
作
品
展

　

お
礼　

　

9
月
16
日
（
土
）
の
記
念
式
典
・

会
員
の
集
い
・
会
員
作
品
展
の
開
催

に
あ
た
っ
て
は
、
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル

須
恵
な
ら
び
に
役
場
福
祉
課
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

若
杉
ク
ラ
ブ
創
立
60
周
年

実
行
委
員
会
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昭
穂
若
鶴
会
会
長

村
瀬
　
英
夫

　

現
在
若
鶴
会
の
会
員
数
は
、
71
名

（
男
性
24
名
、
女
性
47
名
）
で
す
。

会
員
の
中
で
、
40
名
か
ら
45
名
が
各
行

事
に
参
加
さ
れ
ま
す
が
、
後
の
20
名
か

ら
25
名
の
会
員
が
仕
事
を
し
て
い
る

人
、
入
院
中
ま
た
は
施
設
に
入
所
し
て

い
る
人
で
す
。
全
員
出
席
は
難
し
い
の

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

■
役
員
構
成

・
会
長　

1
名　

・
副
会
長　

1
名

・
会
計　

1
名　

・
女
性
部
長
1
名　

・
幹
事　

9
名

■
会
議
等

・
総
会　

毎
年
3
月
31
日
開
催

・
幹
事
会　

毎
月
1
回
開
催

・
役
員
会　

必
要
に
応
じ
て
開
催

■
年
間
行
事

・
資
源
回
収　

5
回

・
健
康
と
親
睦
の
会　

3
回

・
新
旧
役
員
歓
送
迎
会　

・
花
壇
つ
く
り
・
会
員
親
睦
旅
行

・
体
力
測
定
会　

・
新
年
会

■
そ
の
他
の
活
動

　

『
若
鶴
通
信
』
を
毎
月
発
行
し
て
、

幹
事
さ
ん
が
会
員
宅
ま
で
配
達
し
て
声

か
け
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ

の
『
若
鶴
通
信
』
は
、
会
員
皆
さ
ん
だ

け
で
な
く
、
一
般
の
方
に
も
回
覧
版
と

し
て
各
家
庭
に
回
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
2
年
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
が
は
じ
ま
り
、
世
界
中

が
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

私
達
も
ほ
と
ん
ど
の
行
事
が
中
止
に

な
り
、
家
か
ら
一
歩
も
出
ず
悶
々
と

し
て
い
る
時
、
思
い
つ
い
た
の
が
ラ

ジ
オ
体
操
で
し
た
。
早
速
『
若
鶴
通

信
』
で
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
た
と
こ

ろ
20
名
前
後
の
人
達
が
集
ま
り
、
令

和
2
年
8
月
17
日
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ

ジ
オ
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
れ

か
ら
3
年
、
早
い
も
の
で
8
月
16
日

で
満
3
年
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
だ
け
で
な

く
、
毎
日
体
操
前
に
昭
穂
児
童
公
園

の
草
取
り
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

体
操
前
と
体
操
後
に
好
み
に
合
わ
せ

て
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
人
も
増
え

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
若
杉
ク
ラ
ブ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿

命
」
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
行
き
た

い
も
の
で
す
。

若
杉
ク
ラ
ブ
　
童
謡
の
会

西
原
若
草
会
　
武
智
　
正
子

　

童
謡
の
会
は
、
毎
月
第
1
木
曜
日
と

第
3
木
曜
日
の
午
後
1
時
半
よ
り
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
深
浦
一
子
先
生
の

指
導
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
毎
回
先

生
の
指
導
で
柔
軟
体
操
と
ハ
ー
モ
ニ
ー

の
発
生
練
習
を
し
ま
す
。

　

そ
の
後
は
、
練
習
の
季
節
に
合
っ
た

童
謡
を
数
曲
歌
い
ま
す
。
時
々
童
謡
の

歌
詞
を
み
ん
な
で
読
み
ま
す
。
読
ん
で

い
く
う
ち
に
幼
い
頃
、
友
達
と
遊
び

回
っ
た
故
郷
の
山
や
川
、
家
族
の
食
事

の
団
欒
、
厳
し
い
父
の
言
葉
に
涙
し
た

（
次
頁
に
続
く
）

福岡県粕屋郡宇美町神武原

6丁目2番7号

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介
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私
を
抱
い
て
く
れ
た
母
の
温
か
み
な
ど

が
相
馬
灯
の
よ
う
に
よ
み
が
え
り
、
自

然
に
笑
顔
が
ほ
こ
ろ
び
ま
す
。
気
持
ち

が
和
ら
い
で
、
温
か
い
心
で
何
度
も
歌

い
続
け
て
い
く
う
ち
に
頭
も
心
も
す
っ

き
り
し
て
、
な
ん
だ
か
元
気
に
な
っ
た

よ
う
な
思
い
に
な
り
ま
す
。

　

童
謡
の
会
は
2010
年
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
会
員
の
皆
さ
ん
も
高
齢
化
が
進
み

ま
し
た
が
、
こ
の
度
の
第
14
回
会
員
の

集
い
に
発
表
の
機
会
を
い
た
だ
き
有
難

く
思
い
ま
す
。
一
つ
の
事
に
向
か
っ
て

い
く
喜
び
、
希
望
、
勇
気
、
成
し
遂
げ

ら
れ
た
感
動
に
、
年
齢
じ
ゃ
な
い
、
ま

だ
出
来
る
‼
と
皆
さ
ん
は
感
じ
ら
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
ま
り
と
殿
様
」
は
、
鞠
の
弾
ん
だ
様

子
が
楽
し
く
歌
え
る
よ
う
に
、
「
海
」

は
、
海
の
昼
と
夜
の
情
景
の
美
し
さ

を
・
・
・
、
そ
し
て
「
い
の
ち
の
歌
」

は
歌
詞
が
難
し
く
、
み
ん
な
で
、
声
を

合
わ
せ
て
何
度
も
読
み
ま
し
た
。
さ
さ

や
か
な
日
々
の
中
で
、
い
つ
も
感
謝
で

き
る
自
分
に
成
長
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
歌
っ
て
い
き
ま
す
。

　

皆
様
も
入
会
し
て
一
緒
に
楽
し
み
ま

せ
ん
か
・
・
・
。

大
島
原
若
翔
会

平
田
　
恭
文

　

私
は
、
北
朝
鮮
の
日
本
海
側
の
ソ
連

領
に
近
い
所
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
と
て

も
寒
い
所
で
、
川
も
凍
り
そ
の
上
を
馬

車
が
行
き
来
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
ス
ケ
ー
ト
靴
を
履
い
て
川
で
滑
っ
て

い
ま
し
た
。
春
に
な
る
と
解
け
た
水
が

河
岸
を
流
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
ス
ケ
ー
ト
に
興
じ
、
危
険
を
感
じ
た

ら
川
の
中
央
か
ら
ス
ピ
ー
ド
を
つ
け
て

川
岸
に
乗
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

ス
ケ
ー
ト
で
遊
ん
だ
こ
と
が
楽
し
い
思

い
出
の
一
つ
で
す
。

　

終
戦
の
2
～
3
日
前
、
ソ
連
艦
に
よ

る
艦
砲
射
撃
を
受
け
、
退
避
、
退
避
と

叫
ぶ
憲
兵
の
声
の
中
を
、
祖
母
（
父
は

出
征
中
で
し
た
）
が
作
っ
て
く
れ
た
着

替
え
な
ど
を
入
れ
た
風
呂
敷
包
み
を
背

中
に
結
び
つ
け
、
母
と
兄
弟
三
人
で
山

の
中
に
逃
げ
込
み
ま
し
た
。
山
の
中
か

ら
町
を
見
る
と
、
数
か
所
で
火
の
手
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

自
分
の
生
ま
れ
た
町
が
燃
え
る
の
は

辛
か
っ
た
で
す
。

城
山
福
寿
会

深
浦
　
親
春

　

夏
も
力
を
落
と
し
朝
夕
の
涼
風
が
肌

に
心
地
好
い
こ
ろ
、
庭
の
木
陰
で
秋
海

棠
（
シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ
）
の
可
憐
な
ピ

ン
ク
の
花
が
咲
き
始
め
ま
す
。
こ
の
秋

海
棠
の
仲
間
を
ベ
ゴ
ニ
ア
と
言
い
ま

す
。
植
物
学
上
で
は
シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ

科
シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ
属
の
植
物
で
原
種

（
次
頁
に
続
く
）

私
の
幼
年
時
代

世
界
に一つ
だ
け
の
花
を
求
め
て

平田さんが楽しんだ

スケートのイラスト

会

員

の

ひ

ろ

ば

会

員

の

ひ

ろ

ば

会

員

の

ひ

ろ

ば

月 火 水 木 金 土

● ● ● ● ● ★

● ● ● ●

診療時間

9：00～12：30

14：00～18：00

☎　４１０－２２２０

お問い合わせは診療時間内にお願い致します

★…9：00～13：00まで ※受付終了は30分前です

日曜日・祝日休診日
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だ
け
で
も
二
千
種
を
超
え
る
大
家
族

で
、
今
で
も
新
種
発
見
の
報
告
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

　

ベ
ゴ
ニ
ア
の
特
徴
の
一
つ
に
、
種
類

が
多
く
変
化
の
幅
が
広
い
事
が
あ
り
ま

す
。
形
態
は
も
ち
ろ
ん
性
質
も
同
じ
様

に
変
化
幅
が
広
く
、
こ
れ
が
同
じ
科
の

植
物
か
と
疑
い
た
く
な
る
程
で
す
。

　

そ
う
し
て
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
種

間
交
雑
（
異
な
る
種
の
個
体
間
で
交
配

が
行
わ
れ
子
孫
が
生
じ
る
）
が
可
能
で
、

見
か
け
の
全
く
違
っ
た
も
の
ど
う
し
の

交
配
で
も
発
芽
可
能
な
種
子
が
で
き
る

事
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
誰
で
も
驚

く
様
な
品
種
を
作
り
出
す
チ
ャ
ン
ス
が

あ
る
夢
多
き
植
物
な
の
で
す
。

　

私
も
今
ま
で
見
た
こ
と
事
も
な
い
美

し
い
花
を
自
分
の
手
で
作
り
だ
そ
う
と
、

木
立
ベ
ゴ
ニ
ア
の
改
良
を
手
が
け
ま
し

た
。
木
立
ベ
ゴ
ニ
ア
は
比
較
的
に
栽
培

し
や
す
く
人
気
の
高
い
ベ
ゴ
ニ
ア
な
の

で
す
。
新
し
い
花
を
作
り
だ
す
た
め
に

は
、
ま
ず
種
子
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
雌
し
べ
の
先
に
花
粉
を
つ
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、

改
良
が
進
み
交
配
を
重
ね
た
優
秀
品
種

は
ほ
と
ん
ど
花
粉
が
出
な
い
の
で
す
。

花
粉
の
出
る
品
種
は
限
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
世
界
中
で
使
わ
れ
、
た
い
て
い

の
組
合
せ
は
す
で
に
ど
こ
か
で
実
施
済

な
の
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

三
十
数
年
、
い
く
つ
か
満
足
で
き
る
品

種
も
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
『
甘
い
記

憶
』
と
名
付
け
た
品
種
は
、
オ
レ
ン
ジ

が
か
っ
た
鮮
や
か
な
赤
で
、
5
セ
ン
チ

程
の
大
輪
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
流
行
す
る
前
ま
で
、
唐
津

に
あ
る
ベ
ゴ
ニ
ア
ガ
ー
デ
ン
温
室
の

中
心
を
飾
っ
た
も
の
で
し
た
。
な
お
、

オ
ー
ナ
ー
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
紹
介

し
て
く
れ
た
の
で
外
国
で
も
評
判
に
な

り
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
に
多
く

行
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

外
国
旅
行
中
に
花
屋
さ
ん
で
日
本
語

の
名
前
が
付
い
た
ベ
ゴ
ニ
ア
を
見
か
け

ら
れ
た
ら
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
私
の

作
品
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん

『
甘
い
記
憶
』
は
『
ス
イ
ー
ト
・
メ
モ

リ
ー
』
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
ね
。

医
療
法
人
　
岡
　
医
院

岡
　
　
泰
正
　
院
長

『
お
粥
の
話
』

「
粥
」
と
言
え
ば
、
ま
っ
先
に
思
い
出

さ
れ
る
の
は
子
供
だ
っ
た
頃
の
風
邪
の

病
み
上
が
り
。
母
が
枕
元
に
運
ん
で
く

れ
た
白
粥
の
味
の
な
ん
と
美
味
し
か
っ

た
こ
と
か
‼
。
続
い
て
記
憶
に
甦
る
の

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
観
た

永
平
寺
の
厨
で
炊
か
れ
る
朝
粥
と
、
そ

れ
を
戴
く
雲
水
た
ち
の
作
法
の
シ
ー
ン

で
あ
る
。

（
次
頁
に
続
く
）

医
療
施
設
等
紹
介

深浦親春さんのベゴニア新品種

『甘い記憶』（深浦親春さん提供）

粕屋郡須恵町大字旅石５８－３
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曹
洞
宗
の
開
祖
で
あ
る
道
元
禅
師
の

示
す
『
赴
粥
飯
法
』
に
は
十
項
目
に
わ

た
り
粥
の
効
能
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、

何
と
言
っ
て
も
寿
命
が
延
び
る
と
説
い

て
あ
る
。
禅
道
場
で
の
粥
は
一
汁
一
菜

の
主
食
で
あ
り
、
食
し
方
に
も
様
々
の

作
法
と
教
え
が
あ
っ
て
、
全
て
が
悟
り

を
開
く
為
の
も
の
だ
そ
う
だ
。

　

と
こ
ろ
で
稲
作
が
伝
わ
っ
た
の
は

三
千
年
程
前
と
の
こ
と
で
、
板
付
遺
跡

や
粕
屋
の
江
辻
遺
跡
に
は
水
田
跡
が
見

つ
か
っ
て
お
り
、
粥
の
歴
史
も
そ
の
頃

に
始
ま
っ
た
ら
し
い
。
米
の
調
理
法
は

主
に
蒸
す
か
煮
る
か
で
、
粥
と
は
い
え

現
在
の
ご
飯
の
様
な
固
さ
だ
っ
た
と
の

こ
と
。
奈
良
時
代
に
は
ほ
う
じ
茶
や
番

茶
で
炊
く
茶
粥
が
登
場
し
た
が
、
今
日

の
様
な
汁
粥
が
主
流
と
な
っ
た
の
は
平

安
時
代
に
な
っ
て
か
ら
と
あ
る
。
粥
の

字
の
両
側
の
弓
の
形
は
、
立
ち
上
る
湯

気
を
表
し
、
旧
字
体
「
鬻
」
の
下
方
に

カ
マ
ド
の
形
の
部
首
が
在
る
の
は
、
な

る
ほ
ど
な
…
と
面
白
い
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
十
年
余
り
前
の
午

後
の
診
察
室
で
の
こ
と
。
名
前
を
呼
ぶ

と
、
高
潔
な
佇
ま
い
の
80
代
も
後
半
の

紳
士
が
入
っ
て
こ
ら
れ
た
。
片
手
に
あ

る
大
学
ノ
ー
ト
の
表
紙
に
は
「
料
理
教

室
備
忘
録
」
と
書
か
れ
た
文
字
が
あ
り

目
に
入
っ
た
。
診
察
も
終
え
て
伺
っ
て

み
る
と
「
長
年
の
転
勤
生
活
を
支
え
て

く
れ
た
女
房
も
、
苦
労
の
せ
い
か
今
は

台
所
に
も
立
て
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

こ
れ
か
ら
は
恩
返
し
に
私
が
厨
房
に
立

つ
こ
と
に
し
ま
し
た
」
と
の
話
で
あ

り
、
い
た
く
感
銘
し
た
。
折
し
も
『
今

日
の
料
理
』
で
〝
お
い
し
い
お
粥
の
作

り
方
〟
な
る
番
組
を
視
聴
し
た
ば
か
り

だ
っ
た
が
、
「
も
し
奥
さ
ん
が
風
邪
で

寝
て
い
ら
し
た
ら
、
貴
殿
は
ど
う
し
ま

す
か
？
」
と
３
名
の
ゲ
ス
ト
を
招
い
て

の
レ
ッ
ス
ン
風
景
で
あ
っ
た
。

　

後
日
の
診
察
室
で
ご
夫
人
方
に
「
貴

女
の
具
合
が
悪
い
と
ご
主
人
も
さ
ぞ
か

し
不
自
由
で
し
ょ
う
ね
」
と
問
い
か
け

て
み
る
と
、
大
抵
の
返
事
は
「
何
に
も

し
て
は
く
れ
ま
せ
ん
」
と
、
私
も
少
し

肩
身
の
狭
い
思
い
が
し
た
。
可
笑
し

か
っ
た
の
は
、
「
何
も
で
き
ん
か
ら
と
、

隣
に
布
団
を
敷
い
て
寝
て
い
ま
す
」
と

の
答
え
だ
っ
た
。
何
故
か
伊
丹
十
三
監

督
の
オ
ム
ニ
バ
ス
映
画
『
タ
ン
ポ
ポ
』

の
中
で
、
妻
の
危
篤
を
聞
き
つ
け
て
大

急
ぎ
で
帰
宅
し
た
夫
が
、
病
床
の
妻
に

夕
食
を
作
っ
て
貰
う
場
面
が
思
い
浮
か

ん
で
来
た
。

　

孟
子
の
言
葉
に
「
君
子
遠
庖
厨
」
と

あ
る
の
と
全
く
わ
け
は
違
う
が
、
男
子

が
台
所
に
入
る
の
は
今
は
普
通
で
あ
り
、

内
閣
府
統
計
に
よ
れ
ば
50
％
の
御
主
人

が
家
事
を
手
伝
い
、
20
代
で
は
60
％
で
、

30
代
で
は
40
％
の
夫
が
料
理
を
し
て
い

る
と
の
結
果
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
ご
主
人
方
へ
…
奥
様
の
た
め

に
美
味
し
い
お
粥
を
作
っ
て
差
し
上
げ

て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
。

　

健
康
の
為
に
は
「
腹
八
分
目
に
医
者

い
ら
ず
」
。
体
が
弱
っ
た
時
に
も
心
が

疲
れ
た
時
に
も
、
お
粥
を
一
粒
一
粒
味

わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
‼

「
粥
」
は
命
を
延
ば
す
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

甲
植
木　

有　

江　

ス
エ
ノ　

様　

98
歳

令
和
5
年
6
月
27
日

甲
植
木　

迫　

屋　
　
　

昇　

様　

96
歳

令
和
5
年
7
月
30
日

須　

恵　

本　

原　

敏　

之　

様　

77
歳

令
和
5
年
8
月
24
日

乙
植
木　

稲　

永　

靖　

子　

様　

89
歳

令
和
5
年
9
月
2
日

甲
植
木　

今　

泉　

敏　

英　

様　

75
歳

令
和
5
年
9
月
5
日

広
報
紙　

老
倶
た
よ
り　

第
二
百
八
十
八
号

発
行
日　

令
和
五
年
十
一
月
七
日

発
行
所　

須
恵
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　

須
恵
町
上
須
恵
一
一
六
七
―
三

　
　
　
　

須
恵
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　

℡
○
九
二
（
九
三
三
）
二
一
六
○

発
行
人　

合
屋　

浩
寿

編　

集　

広
報
部　

印
刷
所　

大
道
印
刷

会　

員　

訃　

報

岡医院の外観と正面玄関

（岡医院提供）
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受付で来場者を案内する単
位クラブ女性部長の皆さん

記念表彰式で表彰状を授与
する合屋浩寿会長

記念表彰受賞者を案内する
女性部の吉村副部長と平田
副部長

若杉クラブ創立 60 周年記念
事業を報告する川上正俊副
会長

記念式典に参加した皆様（ア
ザレアホール須恵大ホール
2階席）

記念式典で閉会のことばを
述べる辻桂子副会長

恵
西
百
寿
会

尾
方
　
一
彦
　
さ
ん
　
88
歳

　

私
の
生
ま
れ
故
郷
は
人
吉
で
す
。
私

の
幼
い
命
を
恵
み
育
て
て
く
れ
た
「
球

磨
川
」
は
、
令
和
2
年
7
月
3
日
か
ら

4
日
に
か
け
て
の
豪
雨
に
よ
り
流
域
に

甚
大
な
災
害
が
発
生
し
、
人
々
の
生
活

に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
人
吉

に
帰
り
街
並
み
を
見
て
、
郡
青
色
（
ぐ

ん
じ
ょ
う
い
ろ
）
の
葉
樹
林
の
枝
が
は

ぎ
取
ら
れ
蜘
蛛
の
糸
の
よ
う
に
四
方
八

方
絡
み
合
い
、
半
分
は
粘
土
に
覆
わ
れ

た
惨
状
に
「
凄
ま
じ
い
水
の
魔
力
」
を

痛
感
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
車
で
上
流
に
30
分
行
く
と
、

歳
月
と
共
に
川
幅
は
狭
く
な
り
、
水
は

良
く
澄
ん
で
水
音
も
軽
や
か
な
心
を
癒

す
小
川
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
せ
せ
ら
ぎ

と
呼
び
た
い
程
細
い
流
れ
に
変
身
し
て

い
ま
し
た
。

 

未
曽
有
の
大
水
害
で
荒
れ
狂
い
集
落

ま
で
飲
み
干
し
、
山
の
斜
面
の
樹
木
を

薙
ぎ
倒
し
土
砂
を
巻
き
上
げ
流
れ
る
様

は
巨
大
な
滝
の
よ
う
で
、
麓
の
家
々
は

な
す
術
も
な
く
、
そ
の
恐
ろ
し
い
地
響

き
に
震
え
上
が
り
、
さ
し
せ
ま
っ
た
危

急
や
困
難
の
瞬
間
を
経
験
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
昨
今
は
山
肌
か
ら
滲
み
だ
し

た
水
は
元
の
川
の
流
れ
に
な
り
樹
林
か

ら
漏
れ
て
く
る
光
を
集
め
沐
浴
で
も
い

か
が
と
岩
と
石
を
縫
う
よ
う
に
流
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
時
に
は
さ
さ
や
か
な

飛
沫
を
挙
げ
、
雑
草
や
芒
を
撫
で
た
り
、

蜻
蛉
や
蝶
々
遊
ば
せ
た
り
し
て
の
ど
か

な
風
情
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
は
85
歳
ま
で
病
気
知

ら
ず
で
し
た
が
、
突
然
軽
い
脳
梗
塞
を

病
み
、
左
手
足
の
麻
痺
れ
（
後
遺
症
）

で
歩
く
の
が
不
自
由
で
す
。
歩
く
と
は
、

止
ま
ら
ず
少
し
づ
つ
と
理
解
し
、
毎
日

リ
ハ
ビ
リ
に
励
み
、
旅
立
ち
ま
で
継
続

し
歩
い
て
三
途
の
川
を
渡
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す（
渡
し
賃
が
勿
体
無
い
）。

スナップでみる活動のあれこれ（若杉クラブ創立60周年記念式典）


